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月6
定例議会
あらまし
あらまし

補
正
予
算
案

専
決
処
分
承
認
案

報
　
告
　
案

2

　
　
　
　
　
　

１
千
７
３
５
万
５
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
地
方
交
付
税　

２
千
８
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

５
１
０
万
１
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
県
支
出
金　

６
７
１
万
２
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
繰
入
金　
　

１
千
92
万
１
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　
　

・
電
子
計
算
費
委
託
料
合
計

　
　
　
　
　
　

２
千
４
６
３
万
２
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
除
雪
委
託
料　

７
３
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　

（
分
署
費
）
２
０
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
非
常
備
消
防
事
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

４
千
９
０
０
万
円
の
追
加

☆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
６
８
２
万
１
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

５
８
５
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
県
支
出
金　
　

96
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　
　

・
例
規
集
内
容
精
査
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

４
０
５
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
旧
蛇
浦
小
学
校
耐
震
診
断
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

５
６
１
万
４
千
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
橋
梁
点
検
業
務
委
託
料　

35
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・�

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
移
動
式
フ
ェ
ン
ス
購
入

費　

１
０
０
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

☆
平
成
27
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

内
容
・
・�

10
事
業
５
千
５
８
８
万
８
千
円
を
平
成
28
年
度

へ
繰
越

　
　
　

（
主
な
事
業
）�

地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
対
策
事
業
、
低
所
得
の
高
齢
者

向
け
臨
時
給
付
金
事
業
、
風
間
浦
中

学
校
体
育
館
耐
震
化
等
改
修
事
業

☆�

平
成
27
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書

　

内
容
・
・�

２
事
業
１
千
２
３
６
万
７
千
円
を
平
成
28
年
度

へ
繰
越

　
　
　

（
事
業
名
）�

経
営
統
合
変
更
許
可
作
成
委
託
事
業
、

易
国
間
浄
水
場
整
備
基
本
設
計
委
託
事

業

☆
条
例
改
正
（
３
月
31
日
付
け
）

　

内
容
・
・
①�
税
条
例
の
一
部
改
正
・
・
軽
自
動
車
税
の
引

き
上
げ
等
の
改
正

　
　
　
　
　

②�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
・
・
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
対
応
し

た
改
正

☆
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
月
31
日
付
け
）

　

内
容
・
・�

１
千
69
万
７
千
円
の
追
加
で
、
合
計
35
億
７
千

８
０
２
万
６
千
円
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　

・
村
税　

１
０
９
万
８
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
地
方
消
費
税
交
付
金

６
月
定
例
議
会

　平成２８年第２回定例
会が６月７日開会され、
報告２件・専決処分２件・
補正予算４件を、すべて
全会一致で承認、可決し
会期を１日繰り上げて８
日に閉会。

全
会
一
致
承
認

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
承
認

報告 2件・専決処分 2件・補正予算案 4
件を承認、可決

飯　田　村　長
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２
０
０
万
円
の
追
加

☆
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
１
９
４
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　

・�
県
支
出
金
（
国
民
健
康
保
険
制
度
関
係
業
務

準
備
事
業
費
補
助
金
）　

１
９
４
万
４
千
円

の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　

・�

国
保
保
険
者
標
準
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料　

１
９
４
万
４

千
円
の
計
上

☆
平
成
28
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
81
万
１
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　

・
一
般
会
計
繰
入
金　

81
万
1
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・
水
道
技
術
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
負
担
金

　
　
　
　
　

24
万
６
千
円
の
計
上

☆
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
31
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　

・�

第
１
号
被
保
険
者
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険
料

84
万
３
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・�

現
年
度
分
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
事
業
繰
入
金

93
万
7
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
返
納
金

　
　
　
　
　

31
万
７
千
円
の
計
上

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
る
も
の

　
　
　
　

・
予
備
費　

31
万
７
千
円
の
追
加

金　森　議　長

定　例　会　の　様　子

耐震診断が行われる旧蛇浦小学校

６
月
定
例
議
会
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全
員

協
議
会
全
員

協
議
会
全
員

協
議
会

4

菊池　隆年
委員長

６
月
８
日
開
催

５
月
11
日
開
催

　
　
　

（
欠
席
委
員
な
し
）

（
欠
席
委
員
１
名
：
議
会
の

み
で
開
催
）

杉　山　　太
委員長

　
　
　

（
欠
席
委
員
１
名
）

☆�

定
例
会
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議

　

・�

定
例
会
に
向
け
た
議
会

運
営
委
員
会
の
開
催

は
、
村
長
定
例
会
招
集

予
定
日
の
10
日
前
と
す

る
。

　

・�

一
般
質
問
通
告
期
限

は
、
議
会
運
営
委
員
会

開
催
の
前
日
と
す
る
。

　

・�

議
案
等
の
審
査
は
、
報

告
事
項
及
び
人
事
案
件

を
除
き
、
総
務
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
審
査
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る

が
、
総
務
常
任
委
員
会

の
開
催
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
提
出
予
定
案
件

等
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
決
定
す
る

　
　
　

（
欠
席
委
員
１
名
）

　

平
成
28
年
第
２
回
６
月
定

例
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
。

☆
定
例
会
は

　

今
期
定
例
会
は
、
６
月
７

日
招
集
の
意
向
を
受
け
、
提

出
と
な
る
案
件
等
を
勘
案
し

た
結
果
、
会
期
は
、
同
日
よ

り
９
日
ま
で
の
３
日
間
と
す

る
。

　

議
事
日
程
は
、
開
会
初
日

の
７
日
は
、
会
期
の
決
定
、

提
案
理
由
の
説
明
、
各
委
員

会
の
委
員
長
報
告
並
び
に
一

般
質
問
ま
で
。

　

８
日
は
休
会
と
し
、
総
務

常
任
委
員
会
を
開
催
し
議
案

の
審
査
を
行
う
。

　

９
日
は
本
会
議
に
お
い
て

議
案
等
の
審
議
を
行
う
。

　

５
月
10
日
開
催

５
月
26
日
開
催

☆�

人
事
案
件
の
提
案
が
あ
る

場
合
と
し
て
の
表
決
方
法

は

　

提
案
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　

６
月
７
日
招
集
の
第
2
回

定
例
会
に
お
い
て
本
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
、
議
案
第
52

号
か
ら
議
案
第
57
号
ま
で
の

６
議
案
に
係
る
審
査
を
行
っ

た
。

■
付
託
さ
れ
た
議
案

　

①�

議
案
第
52
号　

専
決
処

分
の
承
認
（
条
例
の
一

部
改
正
）

　

②�

議
案
第
53
号　

専
決
処

分
の
承
認
（
平
成
27
年

度
一
般
会
計
補
正
予

算
）

　

③�

議
案
第
54
号　

平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

　

④�

議
案
第
55
号　

平
成
28

年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　

⑤�

議
案
第
56
号　

平
成
28

年
度
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算

　

⑥�

議
案
第
57
号　

平
成
28

年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

会
議
で
は
、
議
案
順
に
担

当
課
よ
り
説
明
後
質
疑
を

行
っ
た
。

委　
　
　

員

問・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
の
周
知
の
徹
底
、
啓

蒙
活
動
を
望
む
。

・�

旧
蛇
浦
小
学
校
耐
震
化
診

断
に
つ
い
て
、
結
果
が
出

れ
ば
す
ぐ
に
改
修
す
る
の

か
。

行
政
側
か
ら

・�

診
断
後
す
ぐ
に
改
修
す
る

の
で
は
な
く
、
金
額
次
第

に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

委　
　
　

員

問・�

地
域
唯
一
の
避
難
場
所
な

☆�

定
例
会
の
運
営
方
法
に
つ

い
て

　

こ
れ
ま
で
検
討
課
題
と
さ

れ
て
い
た
定
例
会
の
運
営
方

法
に
つ
い
て
、
５
月
10
日
に

開
催
さ
れ
た
議
会
運
営
委
員

会
で
の
協
議
内
容
の
報
告
を

受
け
、
今
期
６
月
定
例
会
よ

り
報
告
さ
れ
た
内
容
に
よ
り

運
営
す
る
こ
と
で
意
見
集
約

し
た
。

無
記
名
投
票
で
行
う
。

☆
諮
問
は

　

受
理
し
た
陳
情
な
し
。　

委
員
会
報
告

議会運営委員会の様子
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平井　賢一
委員長

の
で
金
額
に
関
わ
ら
ず
改

修
が
必
要
で
あ
れ
ば
お
願

い
し
た
い
。委　

　
　

員

問・�

電
算
関
係
委
託
料
の
随
意

契
約
は
、
厳
し
い
精
査
の

も
と
実
施
し
て
ほ
し
い
。

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
に
つ
い
て

・�

こ
れ
ま
で
７
回
の
審
査
会

合
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
プ
ラ
ン
ト
に
関
す
る

事
項
の
審
査
は
、
引
き
続

き
Ｐ
Ｗ
Ｒ
が
優
先
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｗ
Ｒ
全

体
の
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て

規
制
委
員
会
は
、
柏
崎
刈

羽
６
号
機
７
号
機
を
集
中

的
に
審
査
し
て
お
り
、
大

間
も
含
め
他
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ
プ

ラ
ン
ト
の
審
査
及
び
特
定

重
大
事
故
対
処
施
設
に
つ

い
て
の
審
査
会
合
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

大
間
は
柏
崎
刈
羽
と
同
じ

Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
な
の
で
継
続
的

に
傍
聴
し
、
情
報
収
集
に

努
め
審
査
資
料
の
作
成
を

進
め
て
い
る
。

委　
　
　

員

問・�

経
済
状
況
が
疲
弊
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
る

中
、
地
元
活
用
を
強
く
望

む
。

電
源
開
発
か
ら

・�

北
通
商
工
事
業
協
同
組
合

を
通
し
、
今
後
も
地
元
活

用
に
最
大
限
配
慮
を
し
て

い
く
。

6
月
10
日
開
催

　
　
　

（
欠
席
委
員
な
し
）

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
に
つ
い
て

・�

審
査
会
合
が
８
回
開
催
さ

れ
て
い
る
。
８
回
目
の
審

査
会
合
で
は
、
敷
地
の

シ
ー
ム
（
粘
土
質
の
薄
い

３
月
９
日
開
催

　
　
　

（
欠
席
委
員
な
し
）

地
層
）
に
つ
い
て
説
明
。

委　
　
　

員

問・�

現
在
の
工
事
従
事
者
数
及

び
工
事
概
要
の
状
況
は
。

電
源
開
発
か
ら

・�

三
百
数
十
名
が
従
事
し
周

辺
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

☆�

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

・�

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置
候
補
地
に
つ
い
て
青

森
県
か
ら
照
会
が
あ
り
、

当
村
で
条
件
を
満
た
す
候

補
地
と
し
て
、
旧
下
風
呂

小
学
校
跡
地
を
申
請
し

た
。

電
源
開
発
㈱
か
ら
の
報
告

電
源
開
発
㈱
か
ら
の
報
告

行
政
側
か
ら
の
報
告

【
審
査
結
果
】

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
対
し
、
全
会
一

致
で
承
認
並
び
に
可
決
と
し

た
。

委
員
会
報
告

総務常任委員会採決

電源開発 ( 株 ) 南之園本部長の挨拶
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◎一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）において、
議員が、あらかじめ村長に通告して、村の施策の状
況や方針について、報告・説明を求めたり質問する
ことです。
　当村議会においての一質問者の持ち時間は、質問
答弁を含め１時間に制限されています。

村政を問う！
一般質問　

6

問

１�

．
平
成
26
年
度
決
算
報
告

で
、
税
・
料
未
納
合
計
額

１
億
６
３
２
０
万
円
。
経

緯
経
過
は
、
ま
た
各
年
度

の
徴
収
率
は
。

２�

．
平
成
16
年
か
ら
26
年

の
11
ヶ
年
で
行
っ
た
約

１
億
２
４
０
０
万
円
の
不

納
欠
損
の
内
訳
は
。
ま
た

27
年
度
の
内
容
も
示
せ
。

３�

．
未
納
者
へ
の
対
応
対
策

を
具
体
的
に
示
せ
。

４�

．
未
納
者
納
付
し
な
い
、

出
来
な
い
理
由
を
個
別
に

事
例
で
具
体
的
に
示
せ
。

５�

．
行
政
が
納
付
さ
せ
る
こ

と
の
出
来
な
い
理
由
は
な

に
か
。

６�

．
不
納
欠
損
処
理
行
為

は
、
村
民
間
に
不
公
平
感

を
も
た
ら
し
、
公
平
で
公

正
な
執
行
と
な
っ
て
い
な

い
答

・  

村
長

　

債
権
者
の
中
で
病
気
な
ど

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
個

別
対
応
し
、
納
付
の
猶
予
緩

和
を
取
り
入
れ
出
来
る
限
り

公
平
な
納
付
を
進
め
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
滞
納
が
発

生
し
て
い
る
現
況
で
、
督

促
・
催
告
・
差
押
え
・
滞
納

整
理
機
構
へ
の
引
き
渡
し
等

の
措
置
を
し
歳
入
確
保
に
努

め
て
い
る
。

　

不
納
欠
損
処
分
は
、
地
方

自
治
法
、
地
方
自
治
法
施
行

令
等
の
規
定
に
基
づ
く
事
由

に
よ
り
、
免
除
さ
れ
た
債
権

や
消
滅
し
た
債
権
を
処
分
す

る
も
の
で
、
徴
収
で
き
な
い

歳
入
を
し
て
認
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
全
庁
で
組
織

し
て
い
る
収
納
対
策
委
員
会

に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
、

公
平
負
担
の
原
則
の
も
と
、

自
主
財
源
確
保
、
安
定
的
な

歳
入
の
確
保
に
努
め
る
。

　

収
納
・
滞
納
状
況
に
つ
い

て
は
、
資
料
に
基
づ
き
各
担

当
課
長
か
ら
対
応
状
況
の
説

明
。

問

　

村
と
し
て
も
重
要
課
題
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
雇
用
対
策
に
つ

い
て
村
全
体
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答

・  

村
長

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
お

い
て
、
青
森
県
人
口
は
全
会

調
査
か
ら
４
・
７
％
減
少

し
、
本
村
の
人
口
減
少
率

は
、
県
内
で
最
も
大
き
く

19
・
７
％
の
減
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
前
回
調
査
時
に
は
大

間
原
子
力
発
電
所
の
建
設
工

事
が
盛
ん
な
時
期
で
、
蛇
浦

地
区
の
従
業
員
宿
舎
に
入
居

し
て
い
た
２
３
９
人
が
算
入

さ
れ
て
い
た
た
め
減
少
率
が

大
き
く
な
っ
た
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

は
、
雇
用
環
境
の
整
備
が
重

要
で
あ
り
、
﹁
雇
用
を
つ
な

ぐ
﹂
﹁
雇
用
を
創
る
﹂
を
目

標
に
掲
げ
、
雇
用
対
策
を
推

進
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
は
、
当
村
に
限

ら
ず
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
漁
協
や

地
元
企
業
、
民
間
が
連
携
し

た
施
策
が
重
要
で
、
総
合
的

な
雇
用
対
策
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問

中嶋　茂 議員

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
雇
用
対
策
に
つ
い
て

閑散とした易国間本通り

酢谷　一利 議員

　

税
と
料
の
未
納
は
許
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
実
態
に
つ
い
て

対
応
、
対
策
を
問
う
。
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視
察
報
告

講習会の様子

奥只見水力発電所

柏崎刈羽原子力発電所

6 月 の 視 察 報 告

◎
６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

◎
６
月
30
日

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
及
び
奥
只
見
水
力
発
電
所
を
視
察
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
議
員　

７
名
）

　

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
講
習
会
が
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
参
加
議
員　

６
名
）

視
察
研
修
、
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

講
習
会
で
得
た
こ
と
は
、
今
後

の
議
会
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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議
会
広
報
に
携
わ
り
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
先
輩
議
員

と
共
に
村
民
の
皆
様
に
議
会

活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

頂
け
る
よ
う
に
「
見
や
す

い
・
理
解
し
や
す
い
」
を
念

頭
に
入
れ
、
議
会
広
報
を
編

集
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
村

民
の
皆
様
が
読
み
た
い
と
思

う
議
会
広
報
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
文
：
蛸
島
）

◇
議
会
広
報
編
集
員
会

　
委
員
長
　
　
蛸
島
　
　
巨

　
副
委
員
長
　
　
酢
谷
　
一
利

　
委
　
員
　
　
中
嶋
　
　
茂

　
　
〃
　
　
　
菊
池
　
隆
年

　
　
〃
　
　
　
杉
山
　
　
太

　今回は、易国間・大石神社を
訪問し、氏子総代の能渡俊悦さ
んにお話を伺いました。
　

『
３
３
８
年
と
い
う
長
い
年
月
、
地

域
の
皆
様
が
見
守
り
、
今
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昔
は
、
毎
月
17
日
の
月
次
祭
に
は
、

海
・
山
止
め
で
賑
わ
っ
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
年
々
人
口
減
少
に
よ

り
、
大
石
神
社
の
行
事
も
厳
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
一
丸
と
な
っ
て
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
』

　
　
　
　
　
　

（
能
渡
氏
子
総
代
談
）

　

今
年
も
最
良
の
祭
典
が
出
来
ま
す
よ

う
に
と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
：
中
嶋
）

大 石 神 社 編
集
後
記


